
































 指導教員 副島 健作 准教授 
指導教員 上原 聡  教授 
















  第 1 章 序論 
  第 2 章 先行研究および研究課題 
  第 3 章 本研究の理論的枠組み 
  第 4 章 中国語「V 有」に関する考察 
  第 5 章 中国語「有 V」に関する考察 
  第 6 章 日本語「V テアル」に関する考察 
  第 7 章 「V 有」、「有 V」と「V テアル」の対照 
  第 8 章 結論 
 
第 1 章では、研究動機と目的、研究対象、研究方法および用語の定義について述べた。 












第 5 章では、「有 V」構文が「有 N」構文から拡張したことを明らかにした。また、「有
V」構文に用いられる動詞の特徴を分析し、「有 V」の機能に相当するとされている完了型
アスペクト形式「V 了」との比較を通して、「有 V」構文の意味特徴を明らかにした。  
第 6 章では、「V テアル」と存在動詞「アル」との関係に着目し、「V テアル」を 3 類型
に分類した上で、典型的存在構文との拡張関係を明らかにした。また、これまでの研究と




第 7 章では、統語的、意味的な観点から中国語の「V 有」、「有 V」を日本語の「V テア
ル」と対照し、日中両言語の存在型アスペクトの特徴を明らかにした。また、共時的な面
から、中国語の「V 有」、「有 V」と日本語の「V テアル」が文法化プロセスを考察した。  
第 8 章では、本論文の結論、意義および新規性を述べて今後の課題を提示した。  
 
2. 研究背景と目的 
現代中国語では、基本アスペクト形式とされている「V 了」、「V 着」、「V 过」の他に、
動詞の直後に本来の存在動詞である「有」が結びつく「V 有」形式と、動詞の前に「有」







従来の中国語動詞のアスペクト研究では、「V 了」、「V 着」、「V 过」は中国語のアスペク
ト形式の範例としてしばしば取り上げられるが（Li and Thompson 1981:184-237；Smith 
1997:263-296 など）、「V 有」や「有 V」は個々の形式ごとの研究として行われてきた。し
                                                   








研究においても、主に「V テイル」に対応する中国語表現「V 着」、「V 了」が取り上げら
れている。したがって、「V テイル」に対しても「V テアル」に対しても、同じ中国語表現








b. 信封    后面    写有     石田玲子  的 名字。  
xìnfēng  hòumian  xiě-yǒu    shítiánlíngzi de  míngzi 
















  ②「有」と「V 有」/「有 V」、そして、「アル」と「V テアル」とはそれぞれどのよう
な相関があるか? 
  ③「V 有」、「有 V」と「V テアル」は体系の中にどのように位置付けられるか? 








形式―中国語の「V 有」、「有 V」と日本語の「V テアル」を中心に諸特性を観察・調査し、
これらの存在型アスペクト形式の場所・空間的な存在の意味からの拡張プロセスを明らか
にする。そして、体系の機能単位間の対立の観点から、「V 有」を中国語アスペクト体系に
























（2）墙上      挂有     ｛*了/ *着/  ｝ 一幅  画。  
qiángshàng guà-yǒu      -le  -zhe     yīfú   huà 
壁上   掛ける-YOU  -LE  -ZHE    一枚  絵 
（壁に絵が一枚掛けてある。）  
（3）*墙上       挂     一幅  画。 
qiángshàng  guà    yīfú  huà 

























その上で、Langacker（2008 etc.）の認知文法の枠組みで、「V 有」と「V テアル」の成分






（4）a. 每家   每户   门口     都    放有      一个 统一  的  垃圾桶。  
měijiā  měihù  ménkǒu  dōu   fang-yǒu   yīgè  tǒngyī de  lājītǒng 
各家        玄関口  全部 置く-YOU 1 つ  同じごみ箱  
（各家の玄関口に同じごみ箱が置いてある。）  
（『人民日报』、2016-02-14） 
b. 他  写有     100  多篇   观赏     奇石  的  散文。  
tā  xiě-yǒu    yībǎi duōpiān guānshǎng qíshí  de  sǎnwén 
彼 書く-YOU  100 編余り  鑑賞する 奇石  の 随筆  



















有」/「有 V」構文の意味も動詞 V と存在動詞「有」の独自の意味に関連しており、本来
の存在動詞の表す場所・空間的な存在から拡張したものであると考えられる。 
 
  ③「V 有」、「有 V」と「V テアル」は体系の中にどのように位置付けられるか? 
 
「V 有」、「有 V」と「V テアル」の特徴を明らかにするには、体系の機能単位間の対立
という観点から、すなわち、他のアスペクト形式との比較が欠かせないものである。本稿
では、「V 有」を存在型アスペクト形式「在 V」、「V 着」と比較させた。その結果を表 1 に
示す。 
 




 限界動詞 非限界動詞 
在 V 動作の進行  
V 着 結果の継続 
（主体の状態） 
動作の継続 単なる状態 


























（6）他   戴着         帽子。  
tā   dài-zhe      màozi 
彼  付ける-ZHE 帽子  
（彼は帽子を付けている。）  
                           （Jaxontov 1988:113） 
（7）有些  木排 上    还  搭有       小小的     板棚。  
         yǒuxiē mùpái shàng hái  dā-yǒu      xiǎoxiǎode  bǎnpéng   
         若干  イケダの上 も 建てる-YOU ちっぽけな  板囲いの小屋 















（8）a. 墙上      贴着       一幅   画。  
qiángshàng tiē-zhe      yīfú   huà 
壁上   貼る-ZHE  一枚   絵  
（壁に絵が一枚貼ってある。）  
b. 他  在   墙上      贴着       一幅 画。 
tā   zài  qiángshàng tiē-zhe      yīfú  huà 
彼 に  壁上   貼る-ZHE 一枚 絵  
（彼は壁に一枚の絵を貼ったままにしてある。/彼は壁に一枚の絵を貼って  
いるところだ。）                                 
c. ??他  在   墙上      贴有       画儿。  
tā   zài  qiángshàng tiē-yǒu      huàer 
彼 に  壁上   貼る-YOU  絵  
（作例） 
 
一方、日本語の存在型アスペクト形式「V テアル」に関しては、「V テイル」、「V ラレテ
イル」と比較した結果を表 2 に示す。「V テイル」の基本的意味は、限界動詞と結びつく場
合、「結果の継続」を表す。非限界動詞と結びつく場合、「動作の継続」を表す。そして、







































しだす 1 つの「客体結果相」である。 
「V 有」と「V テアル」とは、動詞に関する制限においても類似した特徴が見られる。





                                                   
2 副島（2007）は、「V テイル」を主体結果相と名付け、基本的に主体の状態を表すと指摘している。  
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もつ動詞が用いられにくい。これは中国語存在型アスペクト形式の 1 つの特徴である。 




のほうに関心が置かれる。これに対し、「有 V」の場合は、「有」の後に動詞 V が現れ、動
詞の表す動作のほうに関心が置かれるわけである。 
また、これまで「有 V」の機能は「V 了」に相当すると指摘されているが、「有 V」は「V
了」とは異なり、「行為を弱めて出来事をモノ化する」、そして、「VP の部分を焦点化する」
という 2 つの固有の特徴を有している。すなわち、「V 了」と比べて弱い「対象指向性」を
もっている。 
 









































本研究の意義と新規性については、以下の 4 点が挙げられる。 
まず、従来の「V 有」に関する研究とは異なり、本研究は存在動詞を語彙的源泉とする
存在型アスペクト形式「V 有」を中国語アスペクト体系に位置付けて、体系の機能単位間




























った完了型アスペクト形式「V 了」は存在型アスペクト形式「V 有」、「有 V」、「V 着」、「在
V」と語彙的源泉が異なっているため、これらの存在型アスペクト形式とどのように関連
しているかという問題が残されている。 
また、今回の分析により、日本語の「V テアル」、「V ラレテイル」と中国語の「V 有」
は、動作主が省略され、対象が主格の位置に昇格される、という格交替の現象が見られる。
すなわち、これらの形式は単なるアスペクトの問題ではなく、ヴォイスの問題にも関わっ
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 （主査）  副島  健作， 上原  聡， 江藤  裕之， 中村  渉  
 論文審査の結果の要旨（1,000 字内外）  
本論文は，存在動詞から文法化したアスペクト  (以下，「存在型アスペクト形式」と呼


















コーパスのデータに基づき「V テアル」と「V 有」構文の対応関係を考察し，「V 有」構文
は具体物の存在を前提とした変化結果を示し，存在動詞としての意味が比較的強く影響し
ていることを解明した。それにより，「V 有」はパーフェクトの用法がなく，それを補う形
でパーフェクトの用法も担える「有 V」構文が発達してきたという提案が可能となり，言
語のダイナミックな変化の過程について示唆するところの多い研究となった。  
 本論文は，認知言語学的観点から膨大な量のデータに基づいて客観的に分析を進め，物
の存在を表す動詞から文法化したアスペクト形式は客体の状態に重点が置かれる表現とな
るということを，従来とは異なるアプローチによって説明した。こうした主張は言語類型
論に新たな視座を提供するものであり，独創性が認められる。審査会では特にこの点が高
く評価され，本論文は執筆者が自立した研究能力と学識を有することを示すものと認定さ
れた。よって，本論文は，博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。  
